
■
愛
称
条
件

①
覚
え
や
す
く
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
も
の

②
施
設
の
テ
ー
マ
や
場
所
な
ど
が
イ
メ
ー
ジ

し
や
す
い
も
の

③
自
作
の
未
発
表
作
品
で
、
他
の
名
称
や
商

標
に
類
似
し
て
い
な
い
も
の

【
施
設
の
テ
ー
マ
】

①
市
民
が
日
常
的
に
集
い
、
語
ら
う
“
憩
い

の
場
”

②
四
季
を
通
じ
て
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
“
賑

わ
い
の
場
”

③
周
辺
と
結
び
つ
き
、
ま
ち
を
育
て
る
“
つ

な
が
り
の
場
”

④
自
然
（
森
・
川
・
海
）
を
敬
い
、
震
災
の

記
憶
を
“
伝
承
す
る
場
”

■
応
募
方
法

　
各
公
共
施
設
に
設
置
し
て
い

る
応
募
チ
ラ
シ
に
記
入
の
上
、
応
募
箱
へ
投

函
す
る
か
、以
下
の
連
絡
先
ま
で
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
送
付

■
募
集
期
間　

10
月
15
日
㈭
～
11
月
16
日
㈪

消
印
有
効

■
応
募
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
ま

た
は
市
内
の
学
校
・
会
社
な
ど
に
通
勤
・
通

学
を
し
て
い
る
者

※
個
人
で
の
応
募
に
限
る

■
そ
の
他

・
一
人
に
つ
き
、
応
募
は
１
作
品
ま
で

・
応
募
作
品
に
関
す
る
著
作
権
な
ど
の
一
切

の
権
利
は
、
宮
古
市
に
帰
属
し
ま
す

・
応
募
に
係
る
個
人
情
報
は
適
切
に
管
理
し
、

愛
称
募
集
・
選
定
の
目
的
に
限
り
使
用
し
ま
す

※
最
優
秀
作
品
お
よ
び
優
秀
作
品
の
応
募
者

に
つ
い
て
は
、
受
賞
作
品
と
と
も
に
氏
名
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す

・
応
募
に
係
る
費
用
は
応
募
者
負
担
と
し
ま
す

■
チ
ラ
シ
設
置
箇
所　

イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や

こ
、
田
老
・
新
里
・
川
井
の
各
総
合
事
務
所
、

崎
山
・
花
輪
・
津
軽
石
・
重
茂
・
小
国
・
門
馬
・

川
内
の
各
出
張
所
、
中
央
公
民
館
分
館
、
市

立
図
書
館
、
市
民
文
化
会
館
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
、
フ
ラ
ッ
ト
ピ
ア
み
や
こ
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館
、
田
老
公
民
館
、

田
老
診
療
所
、
新
里
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

新
里
診
療
所

■
問
い
合
わ
せ　

市
都
市
計
画
課（
〒
０
２
７
・

８
５
０
１
住
所
不
要
、
☎
�
９
１
０
５
、
h
�

９
１
１
５
、
Ctoshi@city.miyako.iwate.jp

）

◆
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
と
は
？

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
障
が
い
が
あ

る
人
も
な
い
人
も
、
誰
で
も
安
全
に
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
る
遊
具
の
こ
と
で
す
。

　

車
い
す
で
も
利
用
可
能
な
ス
ロ
ー
プ
デ
ッ

キ
や
す
べ
り
台
、
包
み
込
む
構
造
で
体
を
支

え
る
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
感
覚
的
な
遊
び
が
で
き

る
遊
具
な
ど
、
皆
が
分
け
隔
て
な
く
同
じ
空

間
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
令
和
３
年
に
宮
古
市
旧
庁
舎
跡
地
に
誕
生
す
る
新
し
い
公
園
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

整備予定の跡地公園（仮称）のイメージ

※写真はイメージです。変更になる場合があります

「森・川・海」とひとが調和し共生する安らぎのまち
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宮
古
市
旧
庁
舎
跡
地
公
園
（
仮
称
）
の

愛
称
を
募
集
し
ま
す

跡地公園（仮称）に整備予定の
インクルーシブ遊具のイメージ

多目的芝生広場多目的芝生広場
（大型複合遊具・（大型複合遊具・

インクルーシブ遊具を設置）インクルーシブ遊具を設置）

常設駐車場常設駐車場

西側多目的広場西側多目的広場
（イベント時の出店スペース（イベント時の出店スペース

トラックステージの設置などで利用）トラックステージの設置などで利用）

【旧分庁舎】多目的広場【旧分庁舎】多目的広場
（軽スポーツやイベント時の臨時（軽スポーツやイベント時の臨時

駐車場などで利用）駐車場などで利用）

東側多目的広場東側多目的広場
（スポーツイベントなどで利用）（スポーツイベントなどで利用）

東
北
初
！

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具



職員の採用および退職

令和元年度 令和２年度
他団体間異動増減

（H31.4.2〜R2.4.1）採用職員 退職職員
採用職員

（R2.4.1）

36人 49人 40人 0人

※ 他団体＝宮古地区広域行政組合、岩手県沿岸知的障害児施設組合

1 分限処分者数

　職員の勤務実績などにより処分した人数です。

降任 免職 休職 降給 合計

ー ー 10人 ー 10人

2 懲戒処分者数

戒告 減給 停職 免職 合計

ー １人 ー ー １人

１）任免および職員数に関する状況

１ 勤務時間（正規の勤務時間、一部施設勤務者を除く）

㋐１週間当たりの勤務時間は、休憩時間を除き38時間45分

㋑１日の勤務時間は、午前８時30分〜午後５時15分

※休憩時間＝正午〜午後１時

２ 一般職員の年次有給休暇の使用状況（令和元年）

◎一般職員の平均使用状況＝8.2日

※年次有給休暇は１年につき20日付与

※一般職員＝市長部局に勤務する一般事務職員

３ 介護休暇の取得状況（令和元年度）

◎令和元年度の取得実績＝２人

※介護休暇＝けが・病気・老齢の家族を介護するため、　

　６カ月の範囲内で取得できる休暇。勤務しなかった時

　間に応じ、給与が減額

４ 育児休業の取得状況（令和元年度）

取得期間

計6カ月

以下

6カ月超

〜

1年以下

1年超〜

1年6カ月

以下

1年6カ月超

〜

2年以下

2年超〜

2年6カ月

以下

2年6カ月超

〜

3年以下

１人 ３人 ４人 ー ー ー ８人

※育児休業＝３歳に満たない子どもを養育するため取得

できる休業。育児休業中は無給

※人数は、令和元年度中に新たに取得した職員数

３）勤務時間そのほか勤務条件の状況

４）分限処分および懲戒処分の状況（令和元年度）

　岩手県市長会や市町村中央研修所で実施される研修へ

の参加、市独自の研修などの実施を通して、職員の資質

向上に努めています。

種　別 開催回数 日　数 修了者数

自主研修 １回 ー 10人

職場研修 11回 ー 85人

市独自研修 19回 28日 557人

岩手県市町村職員研修 32回 79日 147人

派遣研修 49回 153日 70人

長期派遣研修 　１件 ー １人

１ 職員の健康診断

　各種健康診断などを実施し、職員の健康保持に努めて

います。

種　別 対象者数 受診者数 受診率

胸部Ｘ線検診 1,023人 954人 93.3％

生活習慣病予防健診 1,023人 995人 97.3％

メンタルヘルス検診 1,023人 966人 94.4％

胃部検診 664人 341人 51.4％

子宮ガン検診 384人 233人 60.7％

乳ガン検診 296人 210人 70.9％

ＶＤＴ作業検診 67人 67人 100.0％

人間ドック 　ー 23人 　ー

２ 福利厚生

種　別 事業内容 備　考

岩手県市町村職員共
済組合

短期給付事業、長期
給付事業、福祉事業

ー

岩手県市町村職員健
康福利機構

健康管理事業、給付
事業

職員（会員）の掛金
と公費で運営され、
負担率は法定化され
ています。

宮古市職員厚生会
給付事業、退会記念
事業、利用助成事業、
交流促進事業

職員（会員）の掛金で
運営され、公費支出
はありません。

３ 公務災害および通勤災害の認定

◎公務災害＝６件　

◎通勤災害＝０件

４ 勤務条件に関する措置の要求および不利益処分に対す

る不服申し立て（令和元年度）

　新規、継続とも、該当事案はありません。

６）研修の状況（令和元年度）

７）厚生福利事業の状況（令和元年度）

人事行政の運営状況

２）人事評価の状況

５）退職管理の状況

　職員の人材育成および公正な人事配置や処遇への反映

を目的として、全職員を対象に人事評価を実施しています。

評価者
一次評価＝課長級相当職が評価
二次評価＝部長級相当職が評価　
※課長級相当職以上は上位の職の者が評価

評価方法
能力評価（基準日＝11月１日）
業績評価（基準日＝２月１日）

　課長級以上の職に就いた職員が退職後、営利企業など

の法人に再就職した場合、再就職情報の届け出を義務付

けています。

広
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■問い合わせ　市総務課職員係（☎68−9062）



　市は、職員給与などの公表の取り組みをより一層充実させ、人事行政運営における公正性と透明性を

高めるため、令和元年度の「職員の給与・定員管理」と「人事行政の運営状況」を公表します。

詳しい情報は、市総務課（市役所４階）で閲覧できます。また、市ホームページ（Bhttps://

www.city.miyako.iwate.jp/index/sosiki/syokuinkyuyo.html）でも公表しています。

２ 退職手当（令和２年４月１日現在）

支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 28.0395月分 33.270750月分

勤続35年 39.7575月分 47.709000月分

最高限度額 47.7090月分 47.709000月分

１人当たり平均支給額

（令和元年度）
　1,996千円 　 21,807千円

【そのほかの加算措置】定年前早期退職特例措置（2〜45％加算）

３ そのほかの手当（令和元年度実績）

各種手当 支給実績（千円）
支給職員１人当たり

平均支給年額（円）

地域手当 3,366 1,122,096

特殊勤務手当 23,014 125,761

時間外勤務手当 389,071 732,713

扶養手当 66,587 248,458

住居手当 28,220 261,300

通勤手当 42,280 92,719

宿日直手当 8,143 29,290

夜間勤務手当 888 98,646

管理職手当 28,637 636,373

管理職員特別手当 1,755 40,802

災害派遣手当 10,945 1,216,143

初任給調整手当 12,427 4,142,200

単身赴任手当 720 360,000

特別職のうち市長、副市長、議会議員の報酬 など

（令和２年４月１日現在）

特別職 報酬等月額 期末手当

市　長 830,000円
６月期 1.675月分

12月期 1.725月分

計    3.400月分

副市長 670,000円

議　長 401,000円

副議長 339,000円

議　員 320,000円

部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日）

部　門
令和２年

(a)

平成31年

(b)

増減数

(a)ｰ(b)
主な増減理由

一般行政部門 455人 452人 3人
エネルギー推進、
公共交通推進事業
の充実

特別行政部門 68人 70人 △2人
体育振興業務の見
直し、用務員退職不
補充

公営企業など 85人 90人 △5人
川井診療所病床休
止

合　計 608人 612人 △4人

１ 人件費（令和元年度普通会計実績）

人口

（R2.3.31現在）

歳出額

（a）

人件費

（b）

人件費率

（b/a）

前年度の

人件費率

51,150

人

40,561,463

千円

5,079,900

千円

12.5

％

11.5

％

２ 職員給与費（令和元年度普通会計実績）

職員数

（a）

給　与　費 一人当たり

の

給与費（b/a）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 合 計(b)

523

人

1,886,852

千円

533,541

千円

747,297

千円

3,167,690

千円

6,057

千円

※職員数は平成31年４月１日現在の人数

※職員手当には退職手当は含まない

※市長・副市長・議員などの特別職の給与は含まない

１ 職種別・学歴別初任給および経験年数別平均給料月額

（令和２年４月１日現在）

【一般行政職】　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区　分 決定初任給
経験年数

10年 20年 25年 30年

大学卒 171,700 243,150 334,663 357,420 388,967

高校卒 150,600 220,333 289,680 338,533 361,608

【技能労務職】　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区　分 決定初任給
経験年数

10年 20年 25年 30年

高校卒 152,700 ー 266,920 289,000 308,433

中学卒 139,900 ー ー ー ー

２ 平均給料月額と平均年齢（令和２年４月１日現在）

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 44.1歳 312,663円 403,985円

技能労務職 51.5歳 302,460円 327,083円

※平均給料月額＝令和２年４月１日現在の職種ごとの職員基本給

の平均

※平均給与月額＝給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、

時間外勤務手当などの諸手当の額の合計

１ 期末・勤勉手当

◎１人当たり平均支給額（令和元年度実績）　1,548千円

◎支給割合　期末手当＝2.60月分、勤勉手当＝1.90月分

※そのほかに職制上の段階などによる加算措置あり

職員の給与・定員管理など

３）職員の手当の状況

２）職員の平均給与月額、初任給などの状況

1）総　括

４）特別職の報酬

市職員の給与などを公表します

５）職員数の状況

広
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新型コロナウイルス感染症に
関連する各支援情報について

　新型コロナウイルスの感染拡大予防の観点か

ら延期となっていた「みやこ寄席」（９月13日

㈰開催）は、日程調整がつかず中止となりまし

た。

　チケットの払い戻しについては、市民文化会

館で取り扱っております。

　詳細については、下記に問い合わせてくださ

い。

■問い合わせ　市文化課（☎65-7526）、市民文

化会館（☎63-2511）

「みやこ寄席」中止のお知らせ

　11月１日㈰に開催を予定していた「和井内ふ

るさと収穫祭」は新型コロナウイルス感染症の

感染リスク回避が困難なことから、開催を中止

します。ご理解、ご協力をお願いします。

■問い合わせ　和井内ふるさと収穫祭実行委員

会事務局（和井内ふるさと会館内、☎83−7800）

「第19回和井内ふるさと収穫祭」中止のお知らせ

　新型コロナウイルス対策事業として、売上が

減少するなどの影響を受けた野菜・花き・果樹

などの高収益作物に取り組む生産者を支援しま

す。

■対象者　次の①②を満たし、支援内容に取り

組む生産者。

①令和２年２月から４月の間に野菜・花き・果

樹などの出荷実績がある、または廃棄などによ

り出荷できなかった生産者

※確認できる書類が必要です

②収入保険、農業共済などに加入している、ま

たは加入を検討している生産者

■支援内容

①肥料、農薬などの資材の購入や土壌改良など

の取組

【交付額】５万円／ 10㌃（中山間地域は１割加算）

加温またはかん水装置付の施設花きは、80万円

／ 10㌃
②新品種・新技術の導入や新たな販売契約など

に向けた取組

【交付額】２万円／10㌃（中山間地域は１割加算）

③花きについて、芽かき・摘花・整枝など、厳

選出荷に向けた取組

【交付額】2,200円／人・日

■申請書類　市ホームページ（Bhttps

://www.city.miyako.iwate.jp/index/

shimin/noringyo.html）からダウンロー

ドできます。

■提出先　

▷ＪＡ組合員の場合＝ＪＡ新いわて宮古営農経

済センター（〒027−0035花輪10の５の１）

▷ＪＡ組合員以外の場合＝宮古地方農業再生協

議会（市農林課農政係内、市役所２階）

■申請期限　11月６日㈮

■その他　４月30日以降の取組が対象となりま

す。ただし、取組を行ったことが分かる作業日

誌や領収書などの証拠書類が必要です。

　詳しくは上記の市ホームページをご覧になる

か、問い合わせてください。

■問い合わせ　宮古地方農業再生協議会（市農

林課農政係内、☎68-9094）、ＪＡ新いわて宮古

営農経済センター（☎69-3220）

「高収益作物次期作支援交付金」のお知らせ
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９
月
11
日
、内
閣
府
か
ら
日
本
海
溝
・

千
島
海
溝
沿
い
で
想
定
さ
れ
る
最
大
ク

ラ
ス
の
地
震
と
津
波
の
検
討
結
果
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
古
市
の
状
況
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
想
定
さ
れ
ま
す
。

①
地
震
の
規
模
は
、
最
大
震
度
６
弱
、

東
日
本
大
震
災
（
平
成
23
年
）
よ
り
１

段
強
い
揺
れ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
地
震

発
生
時
に
は
、
引
き
続
き
シ
ェ
イ
ク
ア

ウ
ト
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い

②
津
波
の
規
模
は
、
東
日
本
大
震
災
と

同
等
の
規
模
。
た
だ
し
、
宮
古
湾
内
に

お
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
よ
り
高
い

10
～
15
㍍
の
津
波
が
予
想
さ
れ
、
標
高

に
よ
っ
て
は
浸
水
範
囲
が
拡
大
し
ま

す
。
避
難
を
必
要
と
す
る
地
区
が
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
一
部
、
避
難
場
所
、

避
難
所
の
変
更
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

③
津
波
の
到
達
時
間
は
、
現
在
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
よ
り
約
５
分
早
く
な
る

こ
と
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
ま

で
以
上
に
早
い
避
難
行
動
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
暫
定
的
に
、
避
難
を
必
要

と
す
る
範
囲
を
見
直
し
、
市
民
説
明
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

※
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
暫
定
版
を
作
成

し
、
後
日
配
布
す
る
予
定
で
す

　

ま
た
「
津
波
防
災
の
日
」
に
合
わ
せ

て
、
今
回
変
更
し
た
浸
水
範
囲
、
避
難

場
所
、
避
難
所
を
前
提
と
し
た
津
波
避

難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
１
日
㈰
午
前
６
時
～
６

時
50
分

■
訓
練
の
想
定　

「
午
前
６
時
、
青
森

県
東
方
沖
を
震
源
と
す
る
震
度
６
弱
の

地
震
が
発
生
。
仙
台
管
区
気
象
台
は
、

東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
の
広
い
範
囲

に
大
津
波
警
報
（
予
想
さ
れ
る
津
波
の

高
さ
「
巨
大
」
）
を
発
表
。
こ
の
地
震

に
よ
り
、
沿
岸
部
に
大
津
波
が
来
襲
し
、

甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
」
と
い
う
想
定

「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
で
想
定
さ
れ
る
最
大
ク
ラ
ス

の
地
震
と
津
波
」
に
つ
い
て
の
説
明
会
と
「
津
波
防
災
の
日
」

宮
古
市
津
波
避
難
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

〇
津
波
避
難
訓
練

津波避難ビルへの避難訓練も行います

■
訓
練
の
内
容
　

○
午
前
６
時
ご
ろ
、
防
災
行
政
無
線
で
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
緊
急
地
震
速
報
・
大

津
波
警
報
な
ど
の
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

○
緊
急
速
報
メ
ー
ル（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）

を
配
信
し
ま
す

※
実
際
の
災
害
発
生
と
間
違
え
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い

○
ま
ず
、
身
の
安
全
を
確
保
す
る
行
動

を
取
り
、
そ
の
後
、
近
く
の
避
難
場
所

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い

○
津
波
避
難
ビ
ル
避
難
訓
練

場
所
＝
三
陸
北
部
森
林
管
理
署
宿
舎
屋

上
、
宮
古
第
一
病
院
東
棟
屋
上
、
介
護

施
設
あ
お
空
施
設
内
、
後
藤
泌
尿
器
科

皮
膚
科
医
院
施
設
内
、
岩
手
県
立
宮
古

高
等
学
校
屋
上

○
市
民
説
明
会
日
程

日
時

会
場

10
月
21
日
㈬

午
後
６
時
30
分

鍬
ヶ
崎
公
民
館

10
月
22
日
㈭

午
後
６
時
30
分

津
軽
石
公
民
館

広
報2020.10.15❺

※
６
㌻
に
続
く

①ドロップ：姿勢を低く！
②カバー：体、頭を守って！
③ホールド・オン：揺れが収まるまでじっとして！
※そのままの姿勢を１分程度続けてください

10
月
23
日
㈮

午
後
６
時
30
分

山
口
公
民
館

10
月
24
日
㈯

午
後
５
時

イ
ー
ス
ト
ピ
ア

み
や
こ
多
目
的

ホ
ー
ル

10
月
26
日
㈪

午
後
６
時
30
分

重
茂
漁
協

10
月
27
日
㈫

午
後
６
時
30
分

田
老
公
民
館

10
月
30
日
㈮

午
後
７
時

イ
ー
ス
ト
ピ
ア

み
や
こ
多
目
的

ホ
ー
ル

※
出
前
講
座
で
の
説
明
を
希
望
す
る
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
土
・
日
・
夜

間
で
も
対
応
可
能
）

① ② ③
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○
避
難
広
報
訓
練

対
応
＝
宮
古
消
防
署
、
宮
古
海
上
保
安

署
（
宮
古
港
）

○
津
波
避
難
行
動
訓
練

場
所
＝
市
指
定
津
波
避
難
場
所
１
０
９

カ
所
に
避
難

※
避
難
場
所
は
７
㌻
を
ご
確
認
く
だ
さ

い○
水
ひ
門
自
動
閉
鎖
訓
練

内
容
＝
９
月
30
日
に
運
用
開
始
さ
れ
た

鍬
ヶ
崎
陸り

っ
こ
う閘

の
自
動
閉
鎖
訓
練
を
実
施

し
ま
す

○
道
路
通
行
規
制
訓
練

内
容
＝
国
道
情
報
表
示
板
な
ど

○
災
害
情
報
発
信
訓
練

対
応
＝
宮
古
エ
フ
エ
ム
放
送
株
式
会
社

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

防
止
の
た
め
、
避
難
の
際
に
は
マ
ス
ク

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

※
津
波
避
難
ビ
ル
と
は
、
高
台
へ
の
避

難
が
遅
れ
た
場
合
に
津
波
か
ら
身
を
守

る
た
め
、
一
時
的
な
避
難
施
設
と
し
て

使
用
す
る
施
設
で
す

※
今
回
、
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

防
止
の
た
め
、
実
施
し
ま
せ
ん
。
避
難

所
前
を
避
難
場
所
と
し
ま
す

　
■
コ
ロ
ナ
対
応
避
難

　

○
マ
ス
ク
、
除
菌
シ
ー
ト
を
非
常

　

持
ち
出
し
袋
に
入
れ
て
携
行
す
る

　

○
避
難
行
動
時
は
マ
ス
ク
を
し
な

　

い
（
迅
速
に
避
難
場
所
に
行
く
こ

　

と
を
最
優
先
に
）

　

○
避
難
場
所
に
行
っ
た
ら
マ
ス
ク

　

を
着
け
て
、
人
と
の
間
隔
を
と
る

■
訓
練
の
進
行
と
中
止　

訓
練
の
前
日

あ
る
い
は
訓
練
中
に
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
ま
た
は
災
害
が
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
は
、
訓
練
の
一
部
ま
た

は
全
部
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

○
日
ご
ろ
か
ら
地
震
・
津

波
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

■
高
台
に
避
難
し
絶
対
に
戻
ら
な
い

○
強
い
地
震
、
ま
た
は
弱
い
地
震
で
も

長
い
時
間
ゆ
っ
く
り
と
し
た
揺
れ
を
感

じ
た
と
き
は
、
川
沿
い
か
ら
直
ち
に
離

れ
、
高
台
な
ど
安
全
な
場
所
へ
避
難
し

ま
し
ょ
う
。

○
津
波
は
引
き
潮
か
ら
始
ま
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
ま
た
繰
り
返
し
来
襲
し
ま

す
。
津
波
警
報
・
注
意
報
が
解
除
さ
れ

る
ま
で
は
、
低
い
場
所
に
絶
対
に
戻
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
防
災
は
日
ご
ろ
の
備
え
か
ら

○
避
難
場
所
や
避
難
経
路
、
家
族
が
離

れ
離
れ
に
な
っ
た
時
の
集
合
場
所
を
あ

ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
地
震
に
よ
る
家
具
の
転
倒
や
、
棚
か

ら
の
落
下
物
で
け
が
を
し
な
い
た
め
の

安
全
対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
す
る
と
き
の
最
小
限
の
持
ち
物

を
、
非
常
持
ち
出
し
袋
な
ど
に
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
地
震
が
起
き
た
ら
慌
て
ず
に

○
机
の
下
な
ど
強
固
な
物
の
下
に
隠
れ

て
自
分
の
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
火
の
元
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
す
る
と
き
は
、
看
板
、
壁
の
落

下
物
や
ガ
ラ
ス
の
破
片
な
ど
で
け
が
を

し
な
い
よ
う
注
意
し
、
切
れ
た
電
線
に

は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
地
域
の
連
帯
で
防
災
力
ア
ッ
プ

　

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
ま
た
災
害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、

消
防
や
警
察
を
は
じ
め
と
す
る
防
災
機

関
の
迅
速
な
救
助
・
応
援
活
動
が
期
待

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
と
き
は
「
地
域
住
民
お
互
い
の
助

け
合
い
」
が
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

　

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
現
在
市
内
で

は
52
の
「
自
主
防
災
組
織
」
が
組
織
さ

れ
、
防
災
訓
練
へ
の
参
加
や
防
災
学
習

会
の
開
催
、
街
路
灯
・
避
難
路
の
点
検

な
ど
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
こ
れ
ら
の
自
主
防
災
組
織
の

結
成
や
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
の

で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
Ahtt

ps://
www.ci

ty.miyako
.

i
w
a
t
e
.
j
p
/
k
i
k
i
k
a
n
r
i
/

z
i
s
y
u
_
b
o
s
a
i
s
o
s
i
k
i
.
h
t
m
l

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
危
機
管
理
課
防
災

係
（
☎
�
９
１
１
１
）

９月30日に自動閉鎖運用が開始された鍬ヶ崎陸閘



津波警報などが発令された時避難する避難場所および避難所
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区分 避難場所（高台）（１０９カ所） 避難所（施設）

宮古地区

臼木山高台 浄土ヶ浜第１駐車場高台 第二中学校

浄土ヶ浜第３駐車場高台 水産科学館高台 山口公民館

旧船員寮前高台 熊野神社高台（熊野町） 金浜老人福祉センター

鍬ヶ崎小学校裏高台 日影町高台 磯鶏小学校

梅翁寺高台 本照寺高台 河南中学校

常安寺分院高台 善林寺高台 小山田地区センター

大杉神社高台 宮古漁協ビル駐車場高台 千徳小学校

常安寺高台 横町高台 宮古西中学校

小沢二丁目高台（新） もみじが丘公園高台

舘合近隣公園高台 鴨崎高台

横山八幡宮高台 市民交流センター

薬師神社高台 小山田高台

伊藤牧場跡高台 比古神社高台

わむら公園高台 越田山高台

八木沢公園高台 藤の川地区会館高台

越田山熊野神社高台 宮古商業高等学校高台

県立宮古短期大学高台 藤の川海水浴場西側高台（新）

三陸国道事務所高台 高浜稲荷神社高台

コープケミカル高浜住宅高台 八木沢峠高台

金浜稲荷神社高台 金浜老人福祉センター高台

長根寺高台 青猿神社高台

西ヶ丘近隣公園高台 かんぱな公園高台

崎山地区

女遊戸高台 姉ヶ崎地区センター高台 崎山中学校

はまゆり学園高台 宿高台

大付月山神社高台 大沢若宮神社高台

津軽石地区

馬越高台 館山公園高台 赤前小学校

瑞雲寺高台 久保田山高台

駒形神社高台 八幡神社高台

釜ヶ沢高台 小堀内高台

堀内高台 白浜農村公園高台

太田の浜高台 赤前上会館高台

赤前コミュニティ消防センター高台

重茂地区

追切高台 浦の沢高台 重茂総合交流促進センター

林道鵜磯線高台 北地区公民館高台 北地区公民館

荒巻高台 音部神社高台 笹見内地区会館

笹見内地区会館高台 千鶏神社高台 千鶏コミュニティ消防センター

姉吉神社高台 石浜バス停付近高台 第26分団屯所

石浜中央バス停付近高台 賀具羅神社高台

里・宇賀神社高台 重茂総合交流促進センター高台

県道重茂半島線高台 林道里麦生野線高台

田老地区

樫内地区集会施設高台 宮古北高等学校高台 グリーンピア三陸みやこ

日枝神社表参道高台 アイノ山高台 水沢地区集会施設

宮古水産加工団地付近旧国道高台 旧兄形団地住宅裏高台 第32分団屯所

日枝神社裏参道高台 常運寺高台 田老第一小学校

杉下宅付近高台 田老総合事務所付近高台 宮古北高等学校

田老第一小学校裏高台 赤沼山高台 三王地区自治会研修センター

田老公民館高台 熊野神社高台（荒谷）

五天王高台 堀丁高台

三王地区自治会研修センター高台 旧乙部自治会研修センター裏高台

出羽神社高台 三王岩展望台付近駐車場高台

真崎灯台高台 乙部野高台

松長根高台 重津部集会所高台

青野滝地区集会施設高台 グリーンピア三陸みやこ付近高台

水沢地区集会施設高台 舘崎宅裏高台（下摂待）

下摂待墓地裏高台 摂待和野方面旧国道高台
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地
域
自
治
組
織
や
市
民
活
動
団
体
が
行
う
、
自

発
的
・
公
益
的
な
活
動
に
か
か
る
補
助
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

※
事
業
例
＝
地
域
自
治
組
織
の
設
立
総
会
の
開
催
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
町
お
こ
し
活
動
の
開
催
な
ど

■
補
助
内
容　

別
表
の
と
お
り

※
事
業
の
詳
細
や
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い

■
申
請
期
限　

11
月
10
日
㈫

■
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ　

市
環
境
生
活
課
協
働

安
全
係
（
☎
�
９
０
８
０
）

地
域
力
向
上
支
援
補
助
金
の
令
和
３
年
度
分
事

業
を
募
集
し
ま
す

　将来にわたって、安全・安心な水を安定的

に提供するため経営の中長期的な指針となる

計画を策定しています。計画案に対する意見

を募集します。

■募集期間　10月15日㈭〜11月３日（火・祝）必着

■閲覧場所　イーストピアみやこ１階正面玄

関横、各総合事務所、上下水道部

※市のホームページ（Bhttps://www.c

ity.miyako.iwate.jp/keiei/suidoukeiei

sennryaku.html）でも閲覧できます

■提出方法　任意の様式に住所、氏名（団体

名）、電話番号を記入の上、閲覧場所に備え

付けの提言箱に入れるか、郵送、ファクス、

電子メールのいずれかで提出

■提出意見の取り扱い　計画策定の参考にし

ます。また、意見概要とこれに対する回答を

公表します。

■提出先・問い合わせ　市上下水道部経営

課経営管理係（〒027−0053長町一丁目２の

１、☎63−1115、f62−5023、Ckeiei@city.

miyako.iwate.jp

宮古市水道事業経営戦略案
に対する意見を募集します

■任期　令和３年６月６日㈰から３年間

■選考方法　評価委員会による書類審査

※必要に応じて聞き取り調査を行う場合があります

■公募方法　推薦または応募ですので、所定の用紙

に必要事項を記入して提出してください。詳しい資

料は農業委員会事務局（市役所２階）、各総合事務

所において配布するほか、市のホームページ

（Bhttps://www.city.miyako.iwate.jp/index

/sosiki/nogyoiinkai.html）に掲載します。

■応募期間　11月２日㈪〜12月１日㈫

■応募先・問い合わせ　市農業委員会事務局（☎

68-9125）

農業委員・農地利用最適化推進
委員を募集します

農業委員
農地利用最適化

推進委員

募集人数 10人 20人

資格

農業に関する識見を有し、

農地などの利用の最適化の

推進に関する事項などを適

切に行うことができる人

農地などの利用

の最適化の推進

に熱意と識見を

有する人

業務

農地の権利移動や農地転用

などの総会における審議な

ど

農地利用の集積、

遊休農地の発生

防止・解消など

事
業
区
分

対
象
団
体

補
助
対
象
事
業

補
助
限
度
額

ス
タ
ー
ト
事
業

地
域
自
治
組
織

組
織
の
設
立
に
向
け
実
施

す
る
事
業

10
万
円

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

地
域
自
治
組
織

・
加
入
促
進
を
図
る
た
め
の

事
業

・
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た

め
の
事
業

25
万
円

市
民
活
動
団
体

・
団
体
が
自
発
的
か
つ
自
主

的
に
行
う
事
業
で
、
公
益
性

が
高
く
、
団
体
の
活
動
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
の
事
業

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業

地
域
自
治
組
織

・
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た

め
の
事
業

・
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

個
性
豊
か
な
地
域
作
り
の

た
め
の
事
業

50
万
円

※
審
査
委
員
会

で
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
で
す

市
民
活
動
団
体

・
団
体
が
自
発
的
か
つ
自
主

的
に
行
う
事
業
で
、
公
益
性

が
高
く
、
地
域
の
抱
え
て
い

る
課
題
解
決
や
、
よ
り
よ
い

市
民
生
活
を
実
現
化
さ
せ

る
た
め
の
事
業

チャレンジ事業で実施した環境美化事業



登
記
所
備
付
地
図
作
成
作
業
実
施
の

お
知
ら
せ　宮古市の未来を担う高校生が、市政

や議会のしくみを学び、自分たちの暮

らす地域の課題を自由な発想や視点で

捉え、自らの考えを提言する「みやこ

未来議会2020」を11月３日（火・祝）

に宮古市議会議場で開催します。

　この議会の様子をイーストピアみや

この多目的ホールで視聴することがで

きます。

■日時　11月３日（火・祝）午後１時

〜５時（予定）

■場所　イーストピアみやこ２階多目

的ホール

■内容　大型スクリーンでライブ中継

■定員　90人程度

※新型コロナウイルス感染症対策のた

め、会場の人数制限があります

■その他　マスクを着用ください

■問い合わせ　陸中宮古青年会議所・

菅田（☎080−4511−6405）

みやこ未来議会2020
を視聴できます

　

一
般
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
自

治
会
な
ど
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
対
す
る
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
事
業
は
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・

強
化
を
図
り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発

展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
事

業
で
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
１
団
体
が
助
成
事

業
の
採
択
を
受
け
、
活
動
に
必
要
な
備

品
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
実
施
内
容　

①
団
体
名
＝
宮
古
市
近
内
自
治
会

②
助
成
金
額
＝
２
５
０
万
円

③
助
成
内
容
＝

地
域
活
動
備
品

の
整
備
（
エ
ア

コ
ン
、
机
、
イ

ス
な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ

　

市
環
境
生
活

課
協
働
安
全
係

（
☎
�
９
０
８

０
）

宝
く
じ
の
助
成
金
が
地
域

の
備
品
整
備
に
役
立
て
ら

れ
ま
し
た

地域活動に必要となる机・イス

高校生が実際に議場で質問します

　

盛
岡
地
方
法
務
局
で
は
、
令
和
３
年
12
月
ま
で
の
間
に
、
宮
古
市
内
で
、

登
記
所
備
付
地
図
作
成
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

作
業
に
お
い
て
は
、
調
査
・
測
量
な
ど
の
た
め
、
敷
地
に
立
ち
入
ら
せ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
所
有
者
の
人
な
ど
に
あ
ら
か

じ
め
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
作
業
者
は
「
法
務
局
」
と
記
さ
れ
た
腕
章
を
着

用
し
て
身
分
証
明
書
を
携
行
す
る
よ
う
指
導
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

不
明
な
点
な
ど
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
調
査
実
施
地
区　

　

山
口
一
丁
目
・
山
口
二
丁
目
・
山
口
三
丁
目
・
山
口
四
丁
目
・
泉
町
・
鴨

崎
町
・
舘
合
町
の
一
部

※
地
域
に
つ
い
て
は
、
下
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　

盛
岡
地
方
法
務
局
登
記
部
門
地
図
整
備
・
筆
界
特
定
室
・

竹
沢
（
☎
０
１
９
・
６
２
４
・
９
８
５
５
（
直
通
））

【図】地図作成作業実施区域

広
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宮古保健センター、子育て世代包括支援センター（イーストピアみやこ内、☎64－0111）　

田老保健センター（☎87－2975）　新里保健センター（☎72－3500）　

川井保健センター（☎76－2036）　宮古保健所（☎64－2218）

こども救急相談電話（午後７時〜11時、☎019－605－9000、携帯電話からは♯8000）

■問い合わせ　新里保健センター（☎72-3500）

地域 期日 時　間 会　場 内　　容

新里

10/27㈫ 10:00〜11:00 新里保健センター ▶講話「感染症予防について」

10/29㈭ 10:00〜11:00 中里集会所 ▶講話「糖尿病予防について」

10/30㈮ 11:00〜12:00 湯ったり館 ▶講話「感染症予防について」

11/5㈭
10:00〜11:00 五番地区総合センター ▶講話「感染症予防について」

13:30〜14:30 北山地区総合センター ▶講話「糖尿病予防について」

　新型コロナウィルス感染症

感染予防で、個別の健康相談

（電話予約制）の実施とします。

■期日　10月22日㈭

■場所　宮古保健センター２階

■時間／内容　①午前10時

～正午／ママのための健康

相談

②午後１時～２時、午後２

時30分～３時30分／産前産

後ヨガ

■対象　妊婦および産後１

年未満の産婦および乳児

■用意する物　母子健康手

帳、バスタオル、飲み物

■参加料　無料

■申し込み方法　電話

■申込期限　10月20日㈫

■定員　産前産後ヨガ／各

回７組ほど

※ママのための健康相談は

定員なし

■申し込み　子育て世代包

括支援センター（☎64−0111）

産前・産後サポート事業
すまいるママサロンの開催

　「認知症かもしれない

･･･」などと感じている人

はいませんか？気軽に相談

してみましょう。

■日時　11月２日㈪午後１

時～４時

■場所　介護保険課相談室

■内容　相談は予約制です。

事前に電話で予約をしてく

ださい。

■申し込み　市介護保険課

いきいきライフ推進室（市

役所１階、☎68−9126）

認知症に関する

相談のお知らせ

健康相談日程
　血圧測定、個別相談などを実施します。なお、健康手帳をお持ちの人は、ご持参ください。

■問い合わせ　市健康課成人保健係（☎64−0111）

期日 時　間 会　場 内　　容

11/9㈪

①13:30～ 14:00
②14:00～ 14:30
③14:30～ 15:00
※①～③の希望
時間をお選びく
ださい。

宮古保健
センター

血圧測定、個別相談、糖尿病予防について
※予約制による個別健康相談（20分程度）と
なります。
※申し込みが必要です。11/6㈮までに①～③
の希望時間を宮古保健センター（☎64−0111）
に電話でお申し込みください

　対象者には個人通知していますが、都合の良い日程で受診しましょう。

会場には、対象のお子さんひとりにつき、保護者おひとりの同伴にご協

力をお願いします。

■用意する物　母子健康手帳、問診票、仕上げみがき用歯ブラシ

■場所・問い合わせ　宮古保健センター（☎64−0111）

種　類 対象児 期日 受付時間

１歳６カ月児（診査）平成31年４月生まれ／令和元年５月生まれ 11/25㈬ 13:00〜13:30

３歳児（診査） 平成29年６月生まれ／平成29年７月生まれ 11/18㈬ 13:00〜13:30

子どもの健康診査日程

　市では、一人暮らしのお年寄りや高齢者世帯などに「安心キット（救

急医療情報キット）」を無料で配布しています。

　「安心キット」とは、救急時に必要な情報を書いた用紙を筒状の容器に

入れ保管するものです。“もしも”の救急時には、救急隊が安心キットを

預かり、搬送時の医療機関に手渡して、円滑な救急医療につなげます。

■配布窓口　市介護保険課（市役所１階）、各地域包括支援センター

■有効に活用するために

　・�登録情報（住所や緊急連絡先など）が変わった時は必ずご連絡ください。

　・�服薬中の人は、医療機関や薬局から渡される薬の説明書（薬剤情報

提供書）などを入れておくと緊急時に役立ちます。

■問い合わせ　市介護保険課いきいきライフ推進室（☎68−9126）

「安心キット」を活用しましょう

ハロー赤ちゃん教室「もく浴体験」
■日時　11月２日㈪午前９時30分～ 11時（受付時間は午前９時15分～）

■内容／対象　もく浴練習、赤ちゃんの抱っこ、おむつ交換などの育児体験／妊婦とその家族

■用意する物　母子健康手帳、副読本

■申込期限　10月26日㈪

■場所・申し込み　宮古保健センター（☎64−0111）

※相談、診査などは新型コロナウイルス感染症感染予防のため、延期または

中止する可能性があります
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情
報
掲
示
板

午
●
内
容
＝
手
縫
い
の
マ
ス
ク
作
り
●
講
師

＝
大お

お

上う
え

香か

奈な

子こ
（
て
づ
く
り
の
店
花
鳥
風
月
）

●
対
象
＝
市
民
●
募
集
人
数
＝
先
着
６
人
●

参
加
料
＝
２
０
０
円
（
材
料
費
、保
険
料
込
）

●
用
意
す
る
物
＝
裁
縫
道
具
（
手
縫
い
針
、

縫
い
糸
（
白
）
、
裁
ち
バ
サ
ミ
、
そ
の
他
）、

飲
み
物
●
申
し
込
み
方
法
＝
電
話
●
申
込
受

付
時
間
＝
火
曜
か
ら
土
曜
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
●
申
込
受
付
開
始
日
＝
10
月
20
日
㈫

午
前
９
時
●
場
所
・
申
し
込
み
＝
千
徳
公
民

館
（
☎
�
５
４
０
２
）

新
里
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
美
文
字
講
座
〜
文
字
の
基
礎
練
習
と
年
賀

状
の
書
き
方
〜

●
日
時
＝
11
月
６
日
㈮
・
13
日
㈮
・
20
日
㈮
・

27
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
●
内
容
＝

文
字
の
基
礎
練
習
と
年
賀
状
の
書
き
方
●

講
師
＝
小

し
ょ
う

豆ず

嶋し
ま

春
し
ゅ
ん

泉せ
ん

（
宮
古
書
道
協
会
会

員
）
●
対
象
＝
初
心
者
●
定
員
＝
先
着
５

人
●
参
加
料
＝
無
料
●
申
込
受
付
開
始
日

＝
10
月
17
日
㈯
午
前
９
時
●
用
意
す
る
物

＝
筆
ペ
ン
、
マ
ス
ク
、
持
っ
て
い
る
人
は

習
字
道
具

▼
ふ
ろ
し
き
活
用
術
講
座

●
日
時
＝
11
月
13
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分
●
内
容
＝
ふ
ろ
し
き
の
活
用
方
法
●

講
師
＝
平
船
千
佳
子
（
３
Ｒ
推
進
専
門
員
）

●
定
員
＝
先
着
10
人
●
用
意
す
る
物
＝
ふ
ろ

し
き
ま
た
は
ス
カ
ー
フ
（
サ
イ
ズ
は
問
い
ま

せ
ん
）、
マ
ス
ク
●
申
し
込
み
方
法
＝
10
月

20
日
㈫
よ
り
電
話
で
受
け
付
け

市
文
化
課

▼
「
Ｊ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
×
東
北
文
化
の
日
×
ア
ー

ト
」
文
化
に
触
れ
る
３
日
間

《
崎
山
貝
塚
縄
文
ま
つ
り
写
真
パ
ネ
ル
展
》

●
会
場
＝
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
企
画
展
示
室
●

内
容
＝
崎
山
貝
塚
縄
文
ま
つ
り
20
回
ま
で

の
歩
み
を
写
真
パ
ネ
ル
と
と
も
に
振
り
返

り
ま
す

《
宮
古
市
所
蔵
絵
画
展
》
●
会
場
＝
崎
山
公

民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
●
内
容
＝
宮
古
市
所

蔵
絵
画
を
展
示
し
ま
す

《
Ｊ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
大
会
》
●
時

間
＝
①
午
前
10
時
〜
正
午
②
午
後
１
時
〜

４
時
（
雨
天
時
中
止
）
●
会
場
＝
縄
文
の

森
公
園
●
内
容
＝
弓
矢
・
や
り
投
げ
に
よ

る
縄
文
体
験
。
参
加
者
に
は
景
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
！

《
Ｊ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
星
空
観
察
会
》
●
時
間
＝
午

後
６
時
〜
８
時
●
会
場
＝
縄
文
の
森
公
園
●

内
容
＝
天
体
望
遠
鏡
で
月
や
惑
星
、
星
雲
な

ど
を
観
察
し
ま
す
（
雨
天
時
は
館
内
で
ス
ラ

イ
ド
に
よ
る
天
体
解
説
な
ど
を
行
い
ま
す
）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

《
共
通
》
●
開
催
期
間
＝
11
月
１
日
㈰
〜
３

日
㈫
（
Ｊ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
星
空
観
察
会
は
１
日

㈰
の
み
）
●
申
し
込
み
＝
市
文
化
課
学
芸
係

（
☎
�
７
５
２
６
）
●
そ
の
他
＝
期
間
中
は

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
入
館
無
料
と
な
り
ま
す

で
入
館
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
●
場
所
・

問
い
合
わ
せ
＝
北
上
山
地
民
俗
資
料
館
（
☎

�
２
１
６
７
）

中
央
公
民
館
分
館

▼
つ
く
っ
て
、
飛
ば
そ
う
！
紙
ヒ
コ
ー
キ
！

〈
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
〉

●
日
時
＝
11
月
14
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
●
場
所
＝
山
口
公
民
館
●
講
師
＝

小お

ぐ

ら椋
優
一
●
対
象
＝
市
内
小
学
生
と
保
護
者

●
定
員
＝
先
着
８
組
●
参
加
料
＝
１
人
50
円

（
保
険
料
）
●
申
込
受
付
開
始
日
＝
10
月
15

日
㈭
午
前
９
時
●
用
意
す
る
物
＝
上
履
き
、

飲
み
物
、
マ
ス
ク

▼
風
呂
敷
活
用
講
座
〜
包
む
、結
ぶ
を
学
ぶ
〜

●
日
時
＝
11
月
15
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時
30

分
●
場
所
＝
中
央
公
民
館
分
館
●
講
師
＝
小

笠
原
恵
美
子
●
対
象
＝
市
民
●
定
員
＝
先
着

８
人
●
参
加
料
＝
千
円
（
練
習
用
風
呂
敷
代

な
ど
）
●
用
意
す
る
物
＝
飲
み
物
、
マ
ス
ク

●
申
込
受
付
開
始
日
＝
10
月
20
日
㈫
午
前
９

時《
共
通
》
●
申
し
込
み
方
法
＝
電
話
●
申
込

受
付
時
間
＝
火
曜
か
ら
土
曜
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
●
申
し
込
み
＝
中
央
公
民
館
分
館

（
☎
�
４
７
０
０
）

千
徳
公
民
館

▼
誰
で
も
簡
単
！
短
時
間
で
で
き
る
手
縫
い

の
マ
ス
ク
作
り

●
日
時
＝
11
月
14
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜
正

市
生
涯
学
習
課

▼
第
４
回
は
な
ま
る
フ
レ
ン
ズ
「
は
は
歯
の

は
な
し
」

●
日
時
＝
11
月
12
日
㈭
午
前
10
時
〜
11
時
●

場
所
＝
イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や
こ
和
室
●
内
容

＝
乳
幼
児
の
歯
を
守
る
た
め
に
（
講
話
）、

模
型
を
使
っ
て
の
歯
み
が
き
練
習
●
講
師
＝

市
健
康
課
歯
科
衛
生
士
●
対
象
＝
生
後
６
カ

月
〜
未
就
学
児
と
保
護
者
●
定
員
＝
先
着
親

子
８
組
●
用
意
す
る
物
＝
歯
ブ
ラ
シ
、
口
拭

き
タ
オ
ル
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
マ
ス

ク
●
申
し
込
み
方
法
＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
●
申
込
期
限
＝
11
月
２
日
㈪
●
申
し
込
み

＝
市
生
涯
学
習
課
（
☎
�
９
１
１
９
、
f
�

９
１
１
２
）北

上
山
地
民
俗
資
料
館

▼
北
上
山
地
民
俗
資
料
館
第
23
回
企
画
展
を

開
催

●
期
日
＝
10
月
23
日
㈮
〜
12
月
27
日
㈰
の

開
館
日
（
休
館
日
は
月
曜
日
。
月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）
●
時
間
＝
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
●
内
容
＝
市
内
で
収

集
さ
れ
た
菓
子
木
型
を
中
心
に
展
示
し
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
特
別
な
日
に
用
意
さ
れ
た

菓
子
類
に
つ
い
て
紹
介
す
る
企
画
展
●
入

館
料
＝
一
般
２
０
０
円
、
学
生
１
５
０
円

（
高
校
生
以
下
入
館
無
料
、
団
体
料
金
あ
り
）

※
10
月
31
日
㈯
〜
11
月
８
日
㈰
の
開
館
日

に
つ
い
て
、
「
東
北
文
化
の
日
」
に
ち
な
ん

●行事の内容や、感染予防対策など、詳しくは主催者に問い合わせてください
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●行事の内容や、感染予防対策など、詳しくは主催者に問い合わせてください

先
着
20
人
（
ウ
ク
レ
レ
の
レ
ン
タ
ル
あ
り
ま

す
※
要
予
約
）
●
参
加
料
＝
無
料
●
申
し
込

み
＝
一
般
社
団
法
人
ウ
ク
レ
レ
サ
ポ
ー
ト
協

会
・
山
本
（
☎
０
８
０
・
３
３
０
２
・
１

４
８
９
）
ま
た
は
メ
ー
ル
（
Cl

e
l
e
s
a
p
o
.

ji
mu@gm

ail
.com

）

▼
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
〜
対
話
か
ら
生
ま
れ

る
支
援
の
ヒ
ン
ト
〜

●
日
時
＝
10
月
25
日
㈰
午
後
１
時
〜
３
時
●

場
所
＝
イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や
こ
多
目
的
ホ
ー

ル
お
よ
び
会
議
室
●
講
師
＝
斎
藤
環

た
ま
き

（
筑
波

大
学
医
学
医
療
系
社
会
精
神
保
健
学
教
授
）

●
参
加
料
＝
無
料
●
定
員
＝
90
人
※
定
員
を

超
え
た
場
合
は
、
会
議
室
で
モ
ニ
タ
ー
で
の

視
聴
●
申
込
期
限
＝
10
月
20
日
㈫
●
そ
の
他

＝
参
加
の
際
は
、
自
宅
で
の
検
温
、
会
場
で

の
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
と
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
・
駐
車
料
金
の
無
料
手

続
き
を
し
ま
す
の
で
、
駐
車
券
を
ご
持
ち
く

だ
さ
い
●
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
イ

ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
（
☎
�
７
８
７
８
）

▼
宮
古
短
大
生
涯
学
習
講
座

《
夏
目
漱
石
を
読
む
》
●
日
時
＝
10
月
28
日

㈬
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
●
講
師
＝
大
前

義よ
し
ゆ
き幸

●
参
加
料
＝
無
料

《
日
本
商
工
会
議
所
主
催
簿
記
検
定
３
級
模

擬
試
験
第
２
回
》
●
日
時
＝
11
月
1
日
㈰
午

前
９
時
30
分
〜
正
午
●
講
師
＝
岩
田
智

さ
と
し

●

試
験
時
間
＝
２
時
間
●
用
意
す
る
物
＝
筆
記

用
具
、
計
算
機
●
参
加
料
＝
無
料
●
申
込
期

限
＝
10
月
28
日
㈬
●
そ
の
他
＝
申
し
込
み
人

▼
パ
ソ
コ
ン
講
座
〜
写
真
を
入
れ
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
！
〜

●
日
時
＝
11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
●
内
容
＝
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
て

カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
る
●
定
員
＝
先
着
10
人
●

対
象
＝
文
字
入
力
の
で
き
る
人
●
用
意
す
る

物
＝
写
真
デ
ー
タ
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
に
撮

影
し
た
画
像
を
入
れ
て
お
持
ち
下
さ
い
）
、

筆
記
用
具
、
昼
食
、
マ
ス
ク
●
申
し
込
み
方

法
＝
電
話
●
申
込
期
限
＝
10
月
31
日
㈯

《
共
通
》
●
場
所
・
申
し
込
み
＝
新
里
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
２
０
１
９
）
●
そ
の
他
＝
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ
て

は
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
創
業
18
周
年
感
謝
祭

●
日
時
＝
11
月
１
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
２

時
●
内
容
＝
①
屋
台
出
店
（
蒸
し
牡
蠣
、
焼

き
鳥
、
た
こ
焼
き
な
ど
）
②
バ
ラ
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
（
参
加
料
は
３
０
０
円
で
、
受
け
付

け
は
先
着
順
）③
無
料
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
（
ピ

エ
ロ
に
よ
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン

ト
）
④
な
あ
ど
産
直
大
収
穫
祭

▼
布
草
履
作
り
（
創
業
18
周
年
感
謝
祭
の
中

で
実
施
）

●
日
時
＝
11
月
1
日
㈰
①
午
前
10
時
②
午
後

１
時
※
完
成
ま
で
約
２
時
間
●
内
容
＝
布
草

履
作
り
●
材
料
費
＝
５
０
０
円
●
講
師
＝
伊

藤
由
起
子
●
募
集
人
数
＝
各
回
先
着
８
人

《
共
通
》
●
問
い
合
わ
せ
＝
シ
ー
ト
ピ
ア
な

あ
ど
（
☎
�
３
１
０
０
※
な
あ
ど
産
直
大
収

穫
祭
は
☎
�
７
５
８
１
）
●
そ
の
他
＝
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ

り
、
中
止
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

フ
ラ
ッ
ト
ピ
ア
み
や
こ

▼
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ひ
そ
む
暴
力
〜
女
性

と
子
ど
も
に
対
す
る
影
響
〜

●
日
時
＝
11
月
13
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
●
場
所
＝
イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や
こ
会

議
室
●
内
容
＝
女
性
や
子
ど
も
に
対
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
暴
力
、
Ｄ
Ｖ
の
基
本
的
理
解
、
も

し
あ
な
た
が
相
談
を
さ
れ
た
ら
、
子
ど
も
・

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶
を
め
ざ
し
て
な

ど
●
講
師
＝
高
橋
和
佳
子
（
も
り
お
か
女
性

セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
）
●
定
員
＝
15
人

●
参
加
料
＝
無
料
●
申
し
込
み
＝
フ
ラ
ッ
ト

ピ
ア
み
や
こ
（
☎
�
２
３
５
２
）
午
前
９
時

〜
午
後
９
時
※
土
・
日
・
祝
日
は
午
後
５
時

ま
で

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

▼
陶
芸
講
座
〜
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
を
創
ろ
う
〜

●
日
時
＝
11
月
１
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午
●

講
師
＝
佐
々
木
幸
子
（
陶
芸
工
房
あ
お
）
●

材
料
費
＝
１
７
０
０
円
●
用
意
す
る
物
＝
汚

れ
て
も
良
い
服
装
●
定
員
＝
12
人
●
そ
の
他

＝
託
児
希
望
の
人
は
、
一
週
間
前
ま
で
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

▼
出
会
い
応
援
イ
ベ
ン
ト
『
恋
す
る
季
節
！

胸
き
ゅ
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０
』

●
日
時
＝
11
月
15
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜
６

時
●
内
容
＝
一
人
で
の
参
加
も
安
心
、
消
極

的
な
人
で
も
大
丈
夫
。
出
会
え
る
確
率
の
高

い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ぜ
ひ
ク
リ
ス
マ
ス
・
年

末
を
前
に
、
ま
ず
は
素
敵
な
お
友
達
を
作
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
!?
●
参
加
料
＝

千
円
●
対
象
＝
20
歳
〜
40
歳
の
男
女
18
人

（
35
歳
未
満
優
先
）※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、

男
女
差
に
差
が
あ
る
場
合
は
抽
選
※
男
性
は

宮
古
市
民
の
み
で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

▼
初
級
ワ
ー
ド
２
０
１
９
講
座

●
日
時
＝
11
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
（
全
２
日

間
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
●
定
員
＝
10
人

●
参
加
料
＝
１
５
０
０
円
●
講
師
＝
三
陸
Ｎ

Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
「
料
理
教
室
」
生
徒
募
集

●
日
時
＝
月
１
回
日
曜
日
の
午
前
中
●
講
師

＝
和
・
洋
・
中
・
お
菓
子
の
分
野
の
先
生
●

材
料
＝
千
円
程
度
●
用
意
す
る
物
＝
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
持
ち
帰
り
用
容
器
●
定
員
＝

若
干
名
（
35
歳
未
満
の
み
）

《
共
通
》
●
場
所
・
申
し
込
み
＝
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
（
☎
�
７
７
１
２
）

開
催
・
募
集
な
ど

▼
ウ
ク
レ
レ
体
験
の
お
知
ら
せ
〜
気
軽
に
手

軽
に
始
め
ら
れ
る
ウ
ク
レ
レ
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
〜

●
日
時
＝
①
10
月
17
日
㈯
②
11
月
14
日
㈯
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
●
場
所
＝
イ
ー
ス
ト
ピ

ア
み
や
こ
運
動
ス
タ
ジ
オ
●
講
師
＝
一
般
社

団
法
人
ウ
ク
レ
レ
サ
ポ
ー
ト
協
会
●
定
員
＝

シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど



広
報2020.10.15⓭

※記事掲載を希望する場合は、企画課広報係（☎68−9065）まで問い合わせてください。
　広報11月15日号の原稿締め切りは10月20日㈫です

数
が
20
人
に
満
た
な
い
場
合
や
簿
記
検
定
試

験
が
中
止
・
延
期
に
な
っ
た
場
合
は
中
止
と

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

《
日
商
簿
記
検
定
直
前
の
ま
と
め
（
失
点
し

な
い
こ
と
を
中
心
に
）》
●
日
時
＝
【
２
級
】

11
月
２
日
㈪
・
９
日
㈪
午
後
６
時
〜
８
時【
３

級
】
11
月
４
日
㈬
・
11
日
㈬
午
後
６
時
〜
８

時
●
講
師
＝
松
本
安
司
●
参
加
料
＝
無
料

《
日
本
商
工
会
議
所
主
催
簿
記
検
定
３
級
模

擬
試
験
第
３
回
》
●
日
時
＝
11
月
８
日
㈰
午

前
９
時
30
分
〜
正
午
●
講
師
＝
岩
田
智
●
試

験
時
間
＝
２
時
間
●
用
意
す
る
物
＝
筆
記
用

具
、
計
算
機
●
参
加
料
＝
無
料
●
申
込
期
限

＝
11
月
４
日
㈬
●
そ
の
他
＝
申
込
人
数
が
20

人
に
満
た
な
い
場
合
や
簿
記
検
定
試
験
が
中

止
・
延
期
に
な
っ
た
場
合
は
中
止
と
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

《
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
入
門
〜Processing

を
使
っ
た
画

像
処
理
〜
》
●
日
時
＝
11
月
11
日
㈬
午
後
６

時
30
分
〜
８
時
●
講
師
＝
大
志
田
憲
●
対
象

＝
高
校
生
以
上
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
興
味

が
あ
る
人
●
定
員
＝
10
人
●
参
加
料
＝
無
料

《
共
通
》
●
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
岩
手
県

立
大
学
宮
古
短
期
大
学
部
（
☎
�
２
２
３
０
）

▼
中
央
通
商
店
街
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト
リ
ー
ト

●
日
時
＝
11
月
２
日
㈪
〜
４
日
㈬
●
時
間
＝

午
後
４
時
〜
６
時
30
分
●
場
所
＝
宮
古
市
中

央
通
商
店
街
区
内
●
内
容
＝
商
店
街
の
歩
道

と
店
舗
前
に
、
約
４
０
０
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル

を
灯
し
ま
す
。
中
央
通
で
咲
い
た
ラ
ベ
ン

ダ
ー
を
活
用
し
た
手
作
り
の
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン

ド
ル
で
、
秋
の
夜
長
に
幻
想
的
な
癒
し
の
空

間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
●
問
い
合
わ
せ
＝

宮
古
市
中
央
通
商
店
街
振
興
組
合
（
☎
�
５

６
３
５
）

▼
国
連
「
世
界
津
波
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
参
加

者
募
集
「
田
老
津
波
防
災
文
化
巡
り
フ
ォ
ト

ウ
ォ
ー
ク
」
と
防
浪
堤
追
悼

●
期
日
＝
11
月
３
日
㈫
●
時
間
＝
【
第
一
部

（
田
老
防
災
文
化
巡
り
）】
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
【
第
二
部
（
防
浪
堤
た
ろ
う
夢
あ

か
り
：
追
悼
）】
午
後
４
時
30
分
〜
７
時
30

分
●
集
合
場
所
＝
【
第
一
部
】
道
の
駅
「
た

ろ
う
」
交
通
情
報
施
設
【
第
二
部
】
防
浪
堤

Ｘ
交
点
●
用
意
す
る
物
＝
【
第
一
部
】
カ
メ

ラ
（
ス
マ
ホ
可
）、
飲
み
物
【
第
二
部
】
手

袋
●
そ
の
他
＝
参
加
は
、
第
一
部
、
第
二
部

い
ず
れ
か
の
参
加
で
も
可
能
●
問
い
合
わ
せ

＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
津
波
太
郎
（
☎
０
９
０
・
７
０
０

２
・
０
９
１
５
）

▼
11
月
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

《
初
級
管
理
・
監
督
者
》
●
研
修
期
間
＝
11

月
11
日
㈬
・
12
日
㈭
●
内
容
＝
管
理
者
の
立

場
と
役
割
、
人
間
行
動
お
よ
び
欲
求
の
理
解
、

組
織
の
運
営
、
基
準
に
基
づ
く
管
理
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
び
ま
す
●
定
員

＝
先
着
30
人
●
テ
キ
ス
ト
代
＝
無
料
●
申
込

期
限
＝
10
月
27
日
㈫

《
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
入
門
》
●
研
修
期
間
＝
11

月
19
日
㈭
・
20
日
㈮
●
内
容
＝
３
次
元
Ｃ
Ａ

Ｄ
設
計
ソ
フ
ト
「SolidWorks

」
を
使
用
し
、

モ
デ
リ
ン
グ
の
基
礎
に
つ
い
て
学
び
ま
す
●

対
象
＝
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
る
人
●
定

員
＝
先
着
５
人
●
テ
キ
ス
ト
代
＝
無
料
●
申

込
期
限
＝
11
月
５
日
㈭

《A
ccess

》
●
研
修
期
間
＝
11
月
26
日
㈭
・

27
日
㈮
●
内
容
＝
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト

「A
c
c
e
s
s

」
に
よ
る
販
売
デ
ー
タ
な
ど
の
管

理
に
つ
い
て
学
び
ま
す
●
対
象
＝E

x
c
e
l

の

操
作
が
で
き
る
人
●
定
員
＝
先
着
15
人
●
テ

キ
ス
ト
代
＝
２
１
７
８
円
●
申
込
期
限
＝
11

月
11
日
㈬

《
共
通
》
●
研
修
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
●
申
し
込
み
方
法
＝
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

な
ど
で
申
し
込
み
●
場
所
・
申
し
込
み
＝
宮

古
高
等
技
術
専
門
校
（
☎
�
５
６
０
６
、
f

�
６
５
９
６
）

▼
岩
手
労
働
基
準
協
会
宮
古
支
部
の
催
し

《
安
全
衛
生
推
進
者
養
成
講
習
》
●
日
時
＝
11

月
12
日
㈭
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、
13
日
㈮

午
前
９
時
〜
正
午
●
定
員
＝
30
人
●
申
込
期

限
＝
10
月
29
日
㈭
●
受
講
料
＝
１
０
７
８
０
円

《
職
長
教
育
》
●
日
時
＝
11
月
19
日
㈭
・
20

日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
●
定
員
＝
30
人

●
申
込
期
限
＝
11
月
５
日
㈭
●
受
講
料
＝
１

４
６
３
０
円

《
共
通
》
●
場
所
・
申
し
込
み
＝
岩
手
労
働

基
準
協
会
宮
古
支
部
（
☎
・
f
�
４
９
０
６
）

▼
宮
古
高
等
学
校
通
信
制
説
明
会

●
日
時
＝
11
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30
分
●
内

容
＝
宮
古
高
等
学
校
通
信
制
へ
の
入
学
を
考

え
て
い
る
生
徒
・
保
護
者
を
対
象
に
、
通
信

制
の
仕
組
み
と
学
び
方
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Bhttp:/

/ww
w
2.i

w
ate

-
ed.jp

/

m
y
h
-
h
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
●
申
込
期
限
＝
10
月

30
日
㈮
●
問
い
合
わ
せ
＝
宮
古

高
等
学
校
通
信
制
（
☎
�
７
４
２
８
）

▼
応
急
手
当
普
及
員
養
成
講
習
会
（
新
規
講

習
）
の
お
知
ら
せ

●
日
時
＝
11
月
25
日
㈬
〜
27
日
㈮
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
30
分
※
３
日
間
受
講
の
こ

と
●
場
所
＝
宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防

本
部
３
階
体
育
室
（
五
月
町
２
の
１
）
●
内

容
＝
応
急
手
当
に
関
す
る
講
義
お
よ
び
実
技

●
対
象
＝
応
急
手
当
や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の

普
及
に
熱
意
の
あ
る
人
●
参
加
料
＝
無
料
※

左
記
テ
キ
ス
ト
が
必
要
で
す
の
で
、
事
前
に

購
入
す
る
か
、
参
加
申
し
込
み
の
際
に
テ
キ

ス
ト
購
入
す
る
旨
を
伝
え
て
い
た
だ
き
、
当

日
テ
キ
ス
ト
代
金
を
お
持
ち
い
た
だ
く
こ
と

〈
東
京
法
令
出
版
『
身
に
つ
け
よ
う
応
急
手

当　

応
急
手
当
普
及
員
講
習
テ
キ
ス
ト　

ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
５
対
応
』（
販
売
価
格
：

５
３
０
０
円
税
込
）
〉
●
申
込
期
限
＝
11
月

11
日
㈬
●
申
し
込
み
＝
宮
古
保
健
所
（
☎
�

２
２
１
８
）

▼
食
品
衛
生
法
の
改
正
に
関
す
る
事
業
者
説

明
会

●
日
時
＝
11
月
10
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午
●

定
員
＝
40
人
●
内
容
＝
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ

た
衛
生
管
理
の
制
度
化
、
営
業
届
出
制
度
の

創
設
、
営
業
許
可
制
度
の
見
直
し
、
健
康
被

害
情
報
の
届
出
、
食
品
の
リ
コ
ー
ル
情
報
の

報
告
、食
品
用
器
具
・
容
器
包
装
の
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
リ
ス
ト
制
度
な
ど
●
申
込
期
限
＝
10
月
23

日
㈮
●
申
し
込
み
＝
岩
手
県
県
民
く
ら
し
の

安
全
課
食
の
安
全
安
心
担
当
（
☎
０
１
９
・

６
２
９
・
５
３
２
２
、
f
０
１
９
・
６
２
９
・

５
２
７
９
、
CAC

000
9@pre

f.i
wate.

jp

）



広
報 2020.10.15 ⓮

information

市立図書館　☎62-2414　　田老分室　☎87-2976　
新里分室　　☎72-2019　　川井分室　☎76-2167
■休館日　月曜日　■開館時間　午前９時〜午後５時
※市立図書館のみ水〜土曜日（祝日は除く）は午後７時まで開館しています
※10月23日㈮より「八木沢・市営住宅駐車場」「八木沢・元ショッピング駐車場」
「藤原公害試験室前」の駐車時間が変更となります。

図書館からの
お知らせ

９/15〜９/30（届け出順・敬称略）

期
日 場　所 駐車時間

10
月
28
日
、11
月
11
日
㈬

旧愛宕小学校

鍬ヶ崎小学校正門前

市営港町住宅

田鎖公民館前

花輪農村文化伝承館前

松山・松山荘前

10:00〜10:30

10:50〜11:15

11:25〜11:40

13:40〜14:00

14:10〜14:30

14:45〜15:30

10
月
15
日
・
29
日
、11
月
12
日
㈭

山口公民館

宮園自治会センター

ジョイス駐車場

根市・雲南沢入口

花原市・華厳院前

10:15〜10:45

11:00〜11:30

13:30〜14:15

14:30〜14:50

15:00〜15:20

10
月
16
日
・
30
日
、11
月
13
日
㈮

藤の川・上野商店付近

国土交通省官舎前

長根・青猿神社付近

市営近内住宅

西ヶ丘二丁目県営住宅駐車場

10:30〜10:50

11:00〜11:30

13:40〜14:00

14:15〜14:35

14:50〜15:40

期
日 場　所 駐車時間
10
月
17
日
・
31
日
、11
月
14
日
㈯

県営磯鶏アパート

赤前・柳澤商店付近

重茂・里

笹見内・河原商店付近

小角柄・佐々木商店付近

10:40〜11:10

11:30〜11:50

13:30〜14:00

14:15〜14:35

14:50〜15:10

10
月
21
日
、11
月
４
日
㈬

長根・東北電力宮古アパート前

ローソン宮古近内店前

近内消防屯所前

太田・県職員千徳宿舎前

日の出町・市営住宅１号棟前

佐原地区センター前

佐原・市営住宅前

9:30〜 9:50

10:00〜10:20

10:30〜10:50

11:15〜11:35

13:40〜14:10

14:25〜14:55

15:00〜15:30

10
月
22
日
、11
月
５
日
㈭

上村地区会館付近

磯鶏駅前

三社タクシー磯鶏営業所付近

高浜・村上氏宅前

津軽石・藤畑公民館前

津軽石・清寿荘前

9:50〜10:20

10:30〜11:00

11:10〜11:40

13:50〜14:10

14:30〜14:45

14:55〜15:40

期
日 場　所 駐車時間

10
月
23
日
、11
月
６
日
㈮

津軽石駅前

津軽石学童の家前

津軽石・新町公民館付近

八木沢・市営住宅駐車場

八木沢・元ショッピング駐車場

藤原公害試験室前

10:00〜10:30

10:40〜11:00

11:10〜11:30

13:40〜14:00

14:10〜14:30

14:45〜15:00

10
月
24
日
、11
月
７
日
㈯

西ヶ丘災害住宅

生協西ヶ丘店前

にしがおか公園付近

崎山・16分団屯所付近

崎山小学校

女遊戸・前川酒店前

サンホームみやこ前

9:25〜 9:45 

10:00〜10:30

10:45〜11:40

13:40〜14:00

14:10〜14:30

14:45〜15:05

15:20〜15:40

移
動
図
書
館
車
「
な
ぎ
さ
号
（
宮
古
地
域
）
」
運
行
日
程

引地　翔・髙橋瑞妃＝舘ヶ下

三浦洋子　　（81）山口五丁目

武藤克彦　　（78）上鼻一丁目

山内利夫　　（87）藤原二丁目

秋元多美子　（81）藤原一丁目

佐々木康広　（52）佐原三丁目

田中礼礼子　　（90）田鎖四

川戸キチ　　（96）上荒谷

■亡くなった方■

沼里千代吉　（95）新町下

竹花靜靜夫　　（84）西ヶ丘二丁目

花坂成実　　（59）藤原二丁目

畠山キヨ　　（95）畑

大森ノリ子　（74）新町上

中嶋利治　　（92）八木沢二丁目

岩脇幸治　　（93）小国

後川良三　　（93）里

藤田稔雄　　（75）藤原上町

久保田昌平　（92）上町（津軽石）

越田孝三　　（80）藤の川

山﨑テツ　　（103）馬越

飛澤昌子　　（74）蟇目

佐々木トキ　（98）西ヶ丘一丁目

阿部ノリ子　（89）西町三丁目

♡結婚したお二人♡
鹿糠沢聖臣（きよおみ）佐原四丁目（勝昭）

中屋　怜（れい）　　　　八木沢四丁目（祐樹）

村上維月（いづき）　　　熊野町　　　（祐也）

奥　心花（このか）　　　近内四丁目（勝利）

大下絢斗（けんと）　　　山口三丁目（彩斗）

山根妃陽（ひなた）　　　佐原三丁目
（ユエン・フランシス）

山根千宙（ちそら）　　　佐原三丁目
（ユエン・フランシス）

大森凪斗（なぎと）　小角柄　　　　（勇弥）

※
届
け
出
の
際
、
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
た
場
合
に
載
せ
て
い
ま
す

※
住
所
に
つ
い
て
は
、
行
政
区
ま
た
は
土
地
の
名
称
で
記
載
し
て
い
ま
す

○生まれた赤ちゃん○

岩手県立水産科学館臨時休館のお知らせ
県立水産科学館

　水産科学館収蔵庫のくん蒸（殺虫・殺卵・殺菌）

作業のため臨時休館します。

■休館期間　10月26日㈪〜10月31日㈯

■問い合わせ　岩手県立水産科学館（☎63-5353）

みやこ市民の森づくり事業～伐採体験してみよう！～
市農林課

■日時　11月15日㈰午前10時～正午

■集合場所　グリーンピア三陸みやこ多目的アリーナ

■内容　山林で伐採体験（除伐・間伐）を行い、森

林や林業について学びます

■対象　小学生以上の市民（中学生以下は保護者ま

たは引率者同伴のこと）

■用意する物　野外活動にふさわしい服装、雨具（小

雨決行）、マスク

■申し込み方法　電話、ファクス、郵送のいずれかで、

氏名（ふりがな）、生年月日、性別、住所、電話番号を連絡

■申込期限　11月９日㈪

■申し込み　市農林課林政係（〒027−8501住所不要、

☎68-9097、℻63-9116）

　土谷川排水樋門は10月30日㈮から水門・陸閘自動

閉鎖システムの運用を開始します。本システムは、

衛星通信ネットワークにより、津波発生時に現地で

人が操作することなく安全かつ迅速・確実に水門な

どを自動閉鎖するものです。

■問い合わせ　宮古土木センター（☎65−0031）

水門・陸
りっこう

閘自動閉鎖システムの運用開始（土谷川排水樋門）
宮古土木センター

今　結花（ゆいか）　宮町三丁目　　（拓海）

斉藤糸穂（いとほ）　宮園　　　　　　（要）

千葉凪時（なぎと）　山口一丁目　　（博明）

鈴木誠治（せいじ）　上村二丁目　　（孝之）

澤舘幸河（こうが）　古里　　　　　（隆輝）
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お知 らせ ●宮 古 市 役 所　☎62−2111
　（宮町一丁目１の30、イーストピアみやこ内）
●田老総合事務所　☎87−2111

●新里総合事務所   ☎72−2111

●川井総合事務所   ☎76−2111

※ 10月 1日現在の「人口と世帯」と 9月中の「人口のうごき」は　次号 11月１日号に掲載しますので、ご了承ください

日本赤十字社活動資金へのご協力をお願いいたします
日本赤十字社宮古市地区

　日本赤十字社では、災害時の被災者救護や新型コ

ロナウイルスなどの感染症拡大防止への対応、防災・

減災の普及啓発やボランティアの育成など、いのち

を救うさまざまな活動を行うための活動資金を任意

で募集しています。

　日本赤十字社岩手県支部長(岩手県知事)から委嘱

された協賛委員(行政連絡員)による各世帯を訪問し

ての募集活動は、新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため実施を見合わせておりましたが、10月より実

施いたしますので、ご無理のない範囲でご協力くだ

さいますようお願いいたします。

■実施期間　10月15日㈭〜11月30日㈪

■問い合わせ　日本赤十字社宮古市地区（市環境生

活課内、☎68-9080）

「出前無料労働相談会」の開催について
岩手県労働委員会事務局

　職場のトラブルで悩んでいませんか？

　労働者と事業主との間のさまざまな問題について、

岩手県労働委員会の委員（弁護士、労働団体役員、

経営者など）が相談に応じます。

　事前予約の上、ご利用ください。

■日時　10月31日㈯午後１時～４時（受付終了は午後

３時）

※予約優先、当日受け付けも可

■場所　イーストピアみやこ１階会議室

■その他　新型コロナウイルス感染症の感染防止対

策に伴い、中止や延期とする場合があります。ご来

場予定の人は開催の有無について、３日前までに、

問い合わせ先へ確認してください。

■問い合わせ　岩手県労働委員会事務局（☎0120-

610-797、平日午前８時30分～午後５時15分）

令和２年７月豪雨への災害義援金を届けました
市環境生活課

　市では、７月９日から８月31日まで義援金を募り、

皆様から寄せられた総額122万円を、被災された自治

体のうち甚大な被害を受けた熊本県の球磨川流域の

３市町村と宮古市の友好交流都市である秋田県大仙

市にお届けいたしました。

　皆様のご協力に感謝いたします。

■送金先・送金額　熊本県人吉市（60万円）熊本県

葦北郡芦北町（30万円）熊本県球磨郡球磨村（22万円）

秋田県大仙市（10万円）

■送金期日　９月25日

■問い合わせ　市環境生活課被災者支援室（市役所

１階、☎68-9109）

岩手県最低賃金が改正されました！
岩手労働局労働基準部賃金室

　岩手県最低賃金が、10月３日から、時間額790円から

793円となりました。岩手県内で働くパートタイマー・

アルバイトなどを含む全ての労働者に適用されます。

　賃金額が、時間額793円を下回っている場合は、発

効日以降の賃金額が793円以上となるよう是正する必

要があります。

　岩手県最低賃金のほか、産業別最低賃金にもご

留意ください。詳しくは問い合わせてください。

■問い合わせ　岩手労働局労働基準部賃金室（☎

019-604-3008）

違反建築防止週間について
岩手県県土整備部建築住宅課 ほか

　10月15日㈭から10月21日㈬まで、違反建築防止週間

を実施します。

　この週間は、建築基準法の目的、制度について認

識していただき、安全で住みよい街づくりのために

違反建築をなくすことを目的としています。

　現在建築工事中の人は、現場の見やすい所に確認

表示板が掲示されているか、設計図書が現場に備え

られているか確かめてください。建築工事完了後に、

完了検査申請書を提出していない人は、至急手続き

を進めてください。

　また、構造基準を満たしていないブロック塀などは、

地震時に倒壊の恐れがあります。塀の所有者は自主

点検を行い、危険性を感じた場合は、建築士などの

専門家へ相談し、適切な補修などを行いましょう。

　なお、この週間中、下記の場所において建築相談

所を設置し、住民の皆さまのご相談にお答えいたし

ますので、是非ご利用ください。

■問い合わせ　岩手県県土整備部建築住宅課（☎

019-629-5936、℻019-651-4160）沿岸広域振興局土木

部宮古土木センター（☎64-2221、℻71-1239）

※ブロック塀に関する相談は、市建築住宅課でも行っ

ております（☎68-9129、℻63-9115）

お確かめください　届け出が必要な土地取引
市企画課

　届け出の方法など、詳しくは問い合わせてください。

【大規模な土地取引を行う場合】
　国土利用計画法に基づき、土地取引の契約を結ん

だ日から２週間以内に届け出が必要です。

●対象となる土地面積
▷都市計画区域＝5,000平方㍍以上

▷都市計画区域外の区域＝10,000平方㍍以上

【一定面積以上の土地を有償で譲渡する場合】
　公有地の拡大の推進に関する法律に基づき、事前

に届出が必要です。

●対象となる土地面積
▷都市計画施設の区域内＝200平方㍍以上

▷都市計画区域内＝10,000平方㍍以上

■届け出先　市企画課企画調整係（☎68-9064）
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■期日　11月８日㈰

■場所　シートピアなあど２階研修ホール

■時間　▷一つ星検定　午前９時50分〜10時30分

（午前９時30分受け付け開始）

▷二つ星検定　午前９時50分〜10時30分（午前９時

30分受け付け開始）

▷三つ星検定　午前11時〜12時（午前10時40分受け

付け開始）

※試験開始10分前には試験会場にお入りください

■内容　宮古市に関する観光、文化、歴史、産業、

自然、風土など各ジャンルから出題し、皆さんの「宮

古通」度を認定する検定試験です。

　試験内容は「知る知る宮古」から出題します。必

要な人は宮古駅前総合観光案内所にお越しくださ

い。平成30年度版が最新版です。

■受験資格

▷二つ星検定＝過去の一つ星検定に合格している人

▷三つ星検定＝過去の二つ星検定に合格している人

■参加料／用意する物　無料／筆記用具

■申し込み方法　申込書に必要事項を記入し、宮古

駅前総合観光案内所に直接持参するか、郵送もしく

はファクス、メールでお申し込みください。申込書は

宮古駅前総合観光案内所での受け取り、または宮古

観光文化交流協会ホームページ（Bhttp://

kankou385.jp/info/200917/）からダウンロード

できます。

■申込期間　10月１日㈭〜10月23日㈮

■申し込み　宮古観光文化交流協会「宮古もてなし

観光・文化検定係」（宮古駅前総合観光案内所内、

〒027−0052宮町１丁目１の80、☎62−3534、f62−

7030、Cinfo@kankou385.jp）

第第1414回宮古もてなし観光回宮古もてなし観光
・文化検定を開催します・文化検定を開催します

　田老のジオサイトを回り、まちの豆知識

や防災、三陸ジオパークに関するクイズに

答えて写真を撮り、得点を競うゲームです。

楽しく学ぶことができ、最後には賞品がも

らえます。

　どんな賞品がもらえるかな？皆で参加し

てＧＥＴしよう！

■日時　10月31日㈯午前９時〜午後４時

※受付時間＝午前９時〜午後２時

※小雨決行

■場所　市営田老野球場駐車場（道の駅た

ろう付近）

■対象　どなたでも参加できます

※小学生以下は保護者同伴

■参加料　１人500円（保険料・記念品込）

※ボランティアの人は参加料なし

■用意する物　デジタルカメラ、スマート

フォン、タブレットなど撮影した写真を確

認できる端末

■注意事項　新型コロナウイルス感染症予

防のため、マスクの着用や手指消毒、検温

にご協力をよろしくお願いいたします。

■申し込み方法　電話

■申込期限　なし

※当日参加もできます

■その他　ボランティアスタッフも募集し

ますので、お手伝いできる人は下記申し込

み先までお電話願います。

■申し込み　浄土ヶ浜ビジターセンター

（☎65−1690）

ジオのカーニバルｉｎ田老ジオのカーニバルｉｎ田老
～三陸ジオパークゲートウェイ～～三陸ジオパークゲートウェイ～

▲
小
学
校
の
部
　
最
優
秀
賞

◀
中
学
校
の
部
　
最
優
秀
賞
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みやこハーバーラジオ放送中！　FM82.6MHzのほか「リスラジ」「サ
イマルラジオ」でも聴取可。f77−3936、C826＠miyakofm.com

マチイロ

(iOS) (Android)
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